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≪ご参考資料≫ 
 

 
 

株式会社ボーネルンド 
 

2012 年 10 月、岩手県釜石市にて開催 
復興庁主催「親子のあそび広場」来場者アンケート結果 

 
子どもの健全な成長に寄与することを目的に教育玩具の輸入・開発・販売を行う株式会社ボーネルン

ド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、復興庁岩手復興局が主催した「親子のあ

そび広場」イベント運営業務を受注し、2012 年 10 月 6 日（土）から 10 月 8 日（月・祝）の 3 日間

限定の室内あそび場をプロデュースしました。東日本大震災により、甚大な被害を受けた岩手県沿岸

部では、仮設住宅が公園や学校の運動場に建設されるなど、子どもが安心して自由に体を動かして遊

ぶことのできる場所が不足しています。こうした現状を受けて開催されたイベントでは、岩手県釜石

市の中妻体育館に、年齢や発達段階別に多様な楽しみ方のできる室内遊び場を設置し、沿岸部に住む

子どもたちへ思う存分遊ぶ機会を提供。800 組近くの親子が来場し、場内には子どもたちの歓声が響

きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イベント会場では、沿岸被災地の子どもを取り巻く環境におけるニーズを抽出するために来場者に対

してアンケート調査を実施し、3 日間で合計 589 組からアンケートを回収しました。今回は、その結

果についてご報告いたします。 
 
アンケートからは、多くの子どもたちが「親子のあそび広場」を存分に楽しんだ一方で、普段、子ど

もが思い切り遊ぶことのできる環境は不足しており、1 ヶ月以上前から思い切り遊んでいない、とい

う子どもも少なくないことがわかりました。また、保護者から常設の遊び場へのニーズが非常に高い

こともわかりました。 
主催した復興庁は、このアンケート結果を、震災後に各団体が取り組んできた遊び場の設置事例とと

もに広く関係機関へ公表、情報提供し、寄せられた支援内容と自治体のニーズとをマッチングし、長

期的運営も視野に入れた、子どもの遊び場づくりへの支援を行うこととしています。 
当社では、原発事故による放射線の影響で外遊びが制限されている福島県で、これまでに 9 ヵ所の

室内あそび場をプロデュースしており、今後も増えていく見込みです。一方で、沿岸被災地における

遊び環境が十分に保障されていない現状を踏まえ、復興庁の取り組みに引き続き協力を継続していく

予定です。 

2013 年 3 月 

「親子のあそび広場」の様子
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「親子のあそび広場」来場者アンケート結果       
Q1.お子様の年齢・性別を教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q2.お住まいの都道府県・市区町村名を教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q3.お子様への質問です。このあそび場は楽しかったですか？ 
①とても楽しかった ②まあまあ楽しかった ③どちらともいえない ④あまり楽しくなかった 

⑤まったく楽しくなかった ⑥その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お子様の年齢】

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 無回答 合計

31 81 115 114 123 153 126 109 80 64 52 27 10 1 1086

【お子様の性別】

男 女 無回答 合計

514 553 19 1086
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0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 無回

答

人数（人）
【お子様の年齢】

514

（47.3%）533

（50.9%）

19

（1.7%）

【お子様の性別】

男 女 無回答

釜石市 宮古市 大船渡市 遠野市 山田町 陸前高田市 大槌町 住田町 盛岡市 奥州市 久慈市 花巻市 無回答 合計

261 110 69 37 33 28 25 11 4 2 1 1 7 589

261
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69

37 33 28 25
11 4 2 1 1 7
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人数（人）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答 合計

543 28 4 0 0 1 14 590

543(92.0%)

28(4.7%)

③4(0.7%)

⑥1(0.2%)

14(2.4%) ①とても楽しかった

②まあまあ楽しかった

③どちらともいえない

④あまり楽しくなかった

⑤まったく楽しくなかった

⑥その他

無回答
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Q4.お子様への質問です。またこのあそび場で遊びたいですか？ 
①とても遊びたい ②まあまあ遊びたい ③どちらともいえない ④あまり遊びたくない 
⑤まったく遊びたくない ⑥その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q5.Q4 で 1 又は 2 を選んだお子様への質問です。このあそび場でどのくらい遊びたいですか？ 
①毎日 ②一日おき ③週に 2 回 ④週に 1 回 ⑤月に 1 回 ⑥その他 
 
 
 
 
※「⑥その他」に記載された内容の一例 

2 週間に 1 回。 

近くにあれば、週 1 で。 

 
 
 
 
 
Q6.家からあそび場までの距離がどの程度であれば、日常的に利用できますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答 合計

536 34 2 1 0 2 16 607

536(90.7%)

34(5.8%)③2(0.3%)

④1(0.2%)

⑥2(0.3%)

16(2.7%)
①とても遊びたい

②まあまあ遊びたい

③どちらともいえない

④あまり遊びたくない

⑤まったく遊びたくない

⑥その他

無回答

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答 合計

246 20 63 130 99 5 18 581

246

(42.3%)

20

(3.4%)

63

(10.8%)

130

(22.4%)

99

(17.0%)

5

(0.9%)

18

(3.1%)

①毎日

②一日おき

③週に2回

④週に1回

⑤月に1回

⑥その他

無回答

5分 10分 15分 20分 25分 30分 35分 40分 45分 50分 60分 65分 70分 80分 90分 120分 無回答 合計

徒歩 33 55 15 10 1 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 121

自転車 2 10 1 3 0 3 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 22

車 17 73 59 71 0 131 1 14 1 6 15 1 1 1 2 2 1 396

無回答 3 8 8 6 0 13 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 7 49

33

(27.3%)

55

(45.5%)

15

(12.4%)

10(8.3%)

1(0.8%)

5(4.1%)
1(0.8%)

1(0.8%)

【徒歩】

2(9.1%)

10

(45.5%)

1

(4.5%)

3

(13.6%)

3

(13.6%)

1(4.5%)

2(9.1%)

【自転車】

17(4.3%)

73(18.4%)

59(14.9%)

71(17.9%)

131(33.1%)

1(0.3%)

14(3.5%)

1(0.3%)
6(1.5%)

15(3.8%)

1(0.3%)

1(0.3%)
1(0.3%)

2(0.5%) 2(0.5%)

7(0.3%)

【車】
5分

10分

15分

20分

25分

30分

35分

40分

45分

50分

60分

65分

70分

80分

90分

120分

無回答
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Q7.被災地では、どのようなあそび場が必要ですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q8.保護者の方への質問です。遊ぶお子様の様子を見て、どのようなお気持ちになりましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

206

(46.2%)
240

(53.8%)

【大規模or小規模】

大規模 小規模

32(7.6%)

391

(92.4%)

【一時的or常設】

一時的 常設

347

(52.7%)

312

(47.3%)

【屋内or屋外】

屋内 屋外

大規模 小規模

206 240

一時的 常設

32 391

屋内 屋外

347 312

有料 100円以内 200円以内 300円以内 500円以内 1000円以内 1000円以上 無料

147 30 21 33 47 12 4 216

100円以内,
30 (8%)

200円以内

21 (6%)

300円以内

33 (9%)
500円以内

47 (13%)

1000円以内

12 (3%)

1000円以上

4 (1%)

無料

216
(60%)

有料

147
(40%)

とても楽しそうで、こちらも元気になった。

久しぶりに楽しそうに全身を使って遊んでいて、こちらも楽しくなった。

近くに遊び場がなく、久しぶりにのびのび遊ぶ子どもの姿を見て嬉しく思った。

いっぱい汗かきながら楽しそうに遊んでいる姿が見れて、とても嬉しくなった。

親子でいっぱい笑うことができてよかった。

笑顔が見れて嬉しかった。

成長を感じて微笑ましい気持ちになった。

年齢の違う子にまじって遊ぶ機会が少ないので楽しそうだった。

とても暖かなほのぼのした気持ちになった。

こんなに体を動かす事がないので、ストレス発散にもなり良かったと思う。

体を動かすことが好きなほうではないが、楽しく遊んでいてよかった。体を動かすことで、笑い声が増えていたような気がする。

今日は一緒に遊べたので、いつもより楽しかった。

とても幸せな気持ちになった。
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Q9.最近、お子様が体を動かしたり大きな声を出したりして思い切り遊んだのはいつですか。 
  そしてそれはどこでですか。 
 
【いつ】①震災前 ②1 ヶ月以上前 ③数週間前 ④数日前 ⑤昨日 ⑥最近遊んでいない ⑦その他 
 
 
 
※「⑦その他」に記載された内容の一例 

運動会 

幼稚園 

毎日 

スポ少や学校 

今日来る前に 

だいぶ前 

 
 
【どこで】①公園 ②幼稚園・保育園・学校 ③商業施設 ④レジャー施設 ⑤県外 ⑥その他 
 
 
 
※「その他」に⑥記載された内容の一例 

自宅、自宅前、家の近所、子育て支援センター、 

自宅の庭、近所の広場、イベント、友達の家、 

母親の実家、仮設住宅、仮設の周り、山、 

児童館、集会所、学童、プール、 

グラウンド、町民運動会、健康マラソン 

岩手こどもの森、東山、社協主催の常設施設 

 
 
 
 
 
 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 合計

40 53 63 178 145 71 18 568

40(7.0%)

53(9.3%)

63

(11.1%)

178(31.3%)

145

(25.5%)

71(12.5%)
18(3.2%)

【いつ】

①震災前

②1ヶ月以上前

③数週間前

④数日前

⑤昨日

⑥最近遊んでいない

⑦その他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合計

152 240 13 75 5 95 580

152

(26.2%)

240(41.4%)13(2.2%)

75(12.9%)

5(0.9%)
95(16.4%)

【どこで】

①公園

②幼稚園・保育園・学校

③商業施設

④レジャー施設

⑤県外

⑥その他

仮設では、大声は出せないし、あそび場が少ないので、このようなイベントで、おもいっきり遊べて良かった。

予想以上に楽しめているようだったので、参加させてよかった。

もう少し小さい子向けの遊びが欲しかった。

普段、遊ばせ足りないかもと思った。

すがすがしい気持ちになった。

室内で見守ってくれるスタッフがいて、安心して見ていられた。

子供が生き生きとしていて嬉しかった。

いつもこのような施設があればと思った。

いろいろな遊びを経験させたいと思った。釜石は遊ぶ場がないので、こういった遊び場があると嬉しい。

私自身もとても嬉しかったし、このような広場があれば、子育てだってより一層楽しくなると思う。

会場内を見たとたん、目が輝いていた。常設だったら、嬉しい。時々でもいいので、土日に来てくれると嬉しい。　　　　　　　　等

定期的に遊べる場を提供してあげたいと思った。

空の下で遊ばせたいなと思った。

楽しい気分になった。子供が遠慮なく思いっ切り遊んでいる事の必要性を、あらためて思った。

沿岸地域にない遊具でいつもと違う遊びができて、また遊ばせたいと思った。
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Q10.保護者の方、お子様、それぞれへの質問です。子育てやあそびについて困っていること、感じ

ていること（例：震災後のあそびの変化や健康状態・睡眠など）を教えてください。 
 
【保護者の方】       

遊び場不足に関する

こと 

遊ぶ場所がない。／現住所では広々遊ぶ場所がなく困っている。／近くに、外で遊ぶ場所がない。／思いっきり遊

べる場所がない。／遊ぶところが限られていてかわいそう。／ガラス片などがあって危なく外遊びができない。 

公園不足に関するこ

と 

公園が被災したり、仮設住宅になってしまったりして近所にない。／校庭と公園が使えない。／公園がなくなり外で

遊べなくなった。／公園がなくなって困っている。／公園がなくなってしまったので、自由に遊べる場が欲しい。 

遊具不足に関するこ

と 

公園に何もなくなっている。何とかすべり台とブランコが欲しい。／近くに公園はあるが遊具がない。 

自転車遊びに関する

こと 

交通量が増え、自転車も危険になった。／自転車に乗る場所も欲しい。 

雨天・冬場の遊び場

に関すること 

冬場の遊び場がなかなかない。／冬場になると足場が悪く、外で遊べないので、体育館とか開放してくれるとありが

たい。／冬がくればもっと遊び場が限られると思う。／雨天・冬場でも体を動かせる所がほしい。 

室内遊び場に関する

こと 

このような室内あそび場がたくさんあるとよい。／室内の遊び場所が欲しい。／沿岸地区にこのような広場が常設さ

れればよいと感じる。／このような施設が近所にあるとよい。 

レジャーに関すること 遊び場、レジャー施設が市内にない。／遠出しないと遊ばせる場所がない。／お休みの日に連れて行ってあげるあ

そび場が少ない。／もっと娯楽施設が欲しい。 

遊び仲間に関するこ

と 

近くに同世代の子どもがいない。／皆仮設に移ったので、子供が近所で遊ぶ人がいなくなってしまった。 

ストレスに関すること おもいっきりあそぶ場所が少なく、ストレスがたまって、家であばれることが多くなったので、困っている。／すぐけん

かになる。／体をもてあましているように感じる。／今現在も仮設住宅に入居しているが、ストレスがたまり、睡眠も

とることが難しい。ストレス発散の場所が少ない為、困っている。体を動かし、睡眠を十分とれるようにさせたい。 

室内遊びの増加に関

すること 

室内でゲームをしたり、ＤＶＤを見たりして過ごすことが多くなった。／ゲームばかりになるので心配。／ゲームばか

りが多く、体を動かす機会が少ない。／体を動かす機会が減り、どんどん太っている。 

放射能に関すること 放射能の事も気になり、思いっきり遊ばせてやれなかった。／福島から避難してきているが、福島に戻ったら外で遊

べない。 

その他   最近、近くに熊も出て外で子供達だけで遊ばせられない。   

    仮設が建っているので、公園デビューもできなかった。   

    仮設住宅なので、あまり大きな声や音を出さないよう、日々注意してきた。   

    周りに誰も知っている人がいなく、近所でのコミュニケーションが図りづらい。  

    大船渡には、外で遊ぶ施設がまったくない。   

    どのように遊んでやるか、何で遊んでやるか知りたい。   

    震災後、子供だけで遊びに行かせることに不安を感じる。   

    小さな地震やパトカーの音、町のスピーカーにも反応する。マッサージなど心のケアになるようなイベントも欲しい。
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【お子様】        

遊び場不足に関するこ

と 

思いっきり遊べる場所がない。／遊ぶ場所が限られる。海のそばは危険なので。／外遊びができない。／友達と

一緒に遊ぶ場所がなくてつまらない。／静かに遊ぶしかない。／遊べる所がもっと欲しい。／幼稚園でしか遊ん

でいない。／遊ぶ場所がなくて悲しい。 

公園不足に関すること 公園が少なくて外で遊べない。／公園や広場が次々になくなったので、遊ぶ場所がなくて悲しい。／公園・広場

が仮設になって遊べない。／遊んでいた公園がなくなった。 

遊具不足に関すること 滑り台とかの遊具が欲しい。／遊具がない。／遊具で遊びたい。／滑り台やブランコが近くにあるといい。 

ボール遊びに関すること 公園で自由にボールが蹴れなくて残念。／サッカーなどする場所が欲しい。／ボールで遊べない。／学校以外だ

と、サッカーやキャッチボールができない。 

自転車遊びに関するこ

と 

自転車で思いきり遊びたい。／小学校では自転車が禁止になった。自転車に乗れたとしても道路がボコボコで安

全に乗れない。／自転車に乗れる場所がない。 

雨天・冬場の遊び場に

関すること 

雨の日に遊べるところがない。／雨天時でも遊べる場所がなくなってしまった。 

室内遊び場に関するこ

と 

今日みたいな遊ぶところがいつも欲しい。／室内の遊び場が欲しい。／あそび広場で毎週遊べれば嬉しい。／ト

ランポリンで遊びたい。 

レジャーに関すること レジャー施設が少ない。   

遊び仲間に関すること 同年代の子供が少ない。／近所に子供がいなくなった。／仮設に入って友達の家が遠くなってしまった。 

ストレスに関すること イライラしやすくなっている。／ママが怒ってばかりいる。／大声を出すとしかられる。／夜なかなか寝ない。 

地震に関すること  地震にとても敏感になった。／瓦礫など見ると不安定になり、体調が悪くなる。／怖がりになった。敏感になった。

／地震に敏感になり、不安感が強くなったような気がする。6歳児おねしょする。1歳児母から離れない。 

室内遊びの増加に関す

ること 

家でゲームで遊ぶ事が多くなった。／遊び場がないので、家で友達とゲーム遊びになった。／外で遊べないの

で、テレビばかりになる。／家遊びが増えた。 

その他   宮古市内に思い切り遊べるところを作ってほしい。   

    遊ぶ時間がもっとあればいいなと思う。   

    砂場があったらいい。   

 

【ボーネルンドについて】 
ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健全な成長に寄与するため 1981 年に設立し、一貫して“あそびの道具と環境”を提供する事業を

展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、全国 89 ヵ所で店舗を展開しています。同時に幼稚

園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3
万ヵ所まで拡大しています。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそびを体験できる室内あそび

場「キドキド」事業をスタート。現在全国 16 箇所、年間 182 万人の親子が訪れています。 
 

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報室 
担 当：讃井、村上 
T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 
E-mail：sanui@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 
担 当：古澤、五味渕、山口 
T E L：03-4580-9104 
E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518 


